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聖カタリナ讃歌に
つつまれて

取れないのが悩みであり、また毎年のようにメンバーが入れ
替わる為、その都度再スタートを切らなければなりません。
譜読みの段階から本番までの道のりを思い不安がよぎるこ
ともありますが、聖歌隊メンバーはひとりひとりが真摯な気
持ちで練習に励み、そして何より『聖カタリナ讃歌』の美し
さに魅せられて見事に歌いこなせるようになっていきます。
入学式前日、聖カタリナホールでのリハーサルで、学生たち
の緊張感は徐々に高まり、集い合った「合唱団」は心一つに
いよいよ「聖歌隊」としての自覚を深めていくのです。
　入学式当日、聖歌隊はパイプオルガンの前に立ってキャン
ドルを手に歌います。伴奏者はピアノの斜め上方で歌う聖歌
隊をステージから支えます。美しい音楽を聴きながらも冷静
に弾き続ける役目です。ただ注意すべきことがあります。指
揮者なしの合唱と伴奏のみでの演奏形態を取りながら、聖カ
タリナホールという想像を超える豊かな残響のあるホール
で演奏する場合、双方にズレが生じないように、聖歌隊は残
響を掻い潜ってきちんと伴奏の拍に合わせることがポイント
となります。伴奏も聖歌隊を瞬間、瞬間でリードしながら合
わせていきます。演奏中、この点が最も集中力を要するとこ
ろです。聖歌隊は『聖カタリナ讃歌』の美しさを余すところ
なく入学生に届けるよう、最後の一音まで無心に歌い進めま
す。精魂込めた演奏を終えた時、それはまさに保護者シエナ
の聖女カタリナにつつまれたような至福の瞬間と言えます。
　これからも聖カタリナ大学及び聖カタリナ大学短期大学
部の発展とともに、入学式もさらに回を重ねていくことで
しょう。そろそろ聖歌隊も来年度の『聖カタリナ讃歌』の練
習・準備に取り掛かる時期になってきました。「Charity for 
Your Neighbours ～あなたの隣人を大切に～」のスクール
モットーを胸に、保護者シエナの聖女カタリナに見守られな
がら、歓びと感謝をもって来年もまた精一杯の歌声を響かせ
ることができますことを心から願うものです。

＜参考資料＞
◦「聖ドミニコ宣教修道女会 日本支部　松山修道院 創立史」
　編集　聖ドミニコ宣教修道女会日本管区
　発行　1991年（平成3年）5月24日
◦創立八十周年記念誌「しらゆり」2005 No.67
　編集者　安田逸美/田中千晶/渡邊日出夫/黒田浩子
　編集人兼発行人　聖カタリナ女子高等学校
　発行　2006年（平成18年）2月24日

＜謝辞＞
　『聖カタリナ讃歌』の作者につきましては、多くの方々か
ら貴重なお話を賜り心より御礼申し上げます。聖ドミニコ宣
教修道女会ローマ本部の方々、シスターの方々、聖カタリナ
女子高等学校及び聖カタリナ大学、聖カタリナ大学短期大学
部教職員の方々には深く感謝申し上げます。有難うございま
した。

　平成27年4月3日、聖カタリナ大学第28回、聖カタリナ
大学短期大学部第50回入学式が執り行われました。この厳
粛な式は、保護者の方々をはじめ、新入生にとりまして新た
な門出を祝う時間であり、教職員及び大学関係者にとりまし
ても、未来を担う学生たちと共に歩む期待と責務に心引き締
まる場であります。式次第が一つひとつ進行して行き、キャ
ンドルサービスの光の中で入学生の宣誓が行われた後、聖歌
隊による『聖カタリナ讃歌』の合唱で入学生を歓迎します。
眩いばかりのキャンドルとともに『聖カタリナ讃歌』が参列
者全員をつつみ込んでいきます。この大切なセレモニーで毎
年無事歌い終える聖歌隊に心からの拍手を送る者として、さ
さやかではありますが私の想うところを記してまいります。
　聖歌隊の歌う『聖カタリナ讃歌』は実に美しく凛々しい素
晴らしい曲です。誠に僭越ながらその理由を音楽的視点から
辿ってみますと、すぐに気が付くのが三部形式という分かり
易い構成（『聖カタリナ讃歌』の場合は急－緩－急の構成）で
す。清楚で知的なメロディー、借用和音による効果的な和声
進行、弾む付点リズムと中間部のレガートなリズムとの対比
等、華麗さと優美さを醸し出す様々な要素が織り込められて
いるといえましょう。そこにスペイン語の歌詞が見事に溶け
合い、聴く人々に心地好い高揚感を与えます。『聖カタリナ
讃歌』は迸るような情熱を秘めた曲であり、演奏する側もそ
の魅力に引き込まれていく程です。ただ私は常日頃から素朴
な疑問を持っておりました。この壮麗な『聖カタリナ讃歌』
をいつ、どなたが、どのような背景のもとに作られたので
しょうか、という疑問です。作者への崇敬の念をもって今回
思い切って私なりに調べてみたところ、「分からない」とい
うことが現状での結論です。フィリピン、もしくはスペイン
の聖職者の方がお作りになられたらしいという言い伝えも
あるようですが、楽譜を編まれたのが先なのか、曲名或は詩
が先なのかさえ知り得るまでに到りませんでした。しかしい
ずれにせよシエナの聖女カタリナを讃え、後世にまで残され
る表象芸術であることは確かです。
　聖カタリナ学園草創期の沿革を遡ってみますと1924年

（大正13年）松山美善女学校設置認可、1930年（昭和5年）
松山商業実践女学校と改称、翌1931年（昭和6年）松山商
業女学校と改称、1942年（昭和17年）松山女子商業学校と
改称、1947年（昭和22年）学制改革により併設新制中学校

（～ 1965年）発足、1948年（昭和23年）松山女子商業高等
学校設置認可という流れの中で、併設新制中学校で既に『聖
カタリナ讃歌』は歌われていたということです。何かのきっ
かけで分かることがあるかもしれませんが、私自身むしろこ
の「分からない」ということにある意味憧憬を伴ったロマン
を掻き立てられるのも事実です。
　現在聖歌隊は全学から募った学生たちとシスターの先生
方とで構成されています。音楽の教員がその指導に当たって
おり、発声、読譜、歌詞の発音等々、真剣な練習が続いてい
ます。ただ授業の合間をぬっての練習のため、十分な時間が

聖カタリナ大学短期大学部　学生部長　日 野　幸 子
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　5月20日（水）、松山赤
十字病院（院長：横田英介）
と学校法人聖カタリナ学
園（理事長：中田婦美子）・
聖カタリナ大学（学長：ホ
ビノ・サンミゲル）は、聖
カタリナ大学に設置計画
中の看護学科（仮称）の設
置と運営に関する協力協
定を締結いたしました。
　設置計画中の看護学科は、松山赤十字病院の協力を得て、地
域の健康福祉保健のニーズに応え、社会の持続的発展に貢献
することを目的としたものです。
　看護学科の入学定員（予定）は、80名（男女共学）。収容定員
は320名。設置予定年度は、平成29年4月。平成28年3月に
文部科学省に設置認可の申請を行い、同年8月に認可の予定。

　本学、軟式野球部が四国地区大学軟式野球連盟、平成27
年度春季リーグ戦において創部初の準優勝を飾りました。
　6月6日（土）（於：香川県牟礼球場）に行われた優勝決定
戦（決勝戦）では香川大学に9－3で敗れ、春季リーグ戦の
優勝と全国大会への出場は叶いませんでしたが、初の準優勝
を成し遂げました。
　 ま た、8 月 14 日（ 金 ）
～ 16日（日）に行われた

「第5回夏のセンバツ！全
日本軟式野球記念大会」
にも東四国地区代表とし
て出場し、準優勝に輝き
ました。

　6月14日（日）に出張型のオープンキャンパスとして、「お
でかけキャンパスinエミフルMASAKI」をエミフルMASAKI
のグリーンコートで開催いたしました。
　当日は、各学科･専攻の体験コーナーや、学科やサークルな
どの学生発表コーナーが設けられ、沢山の方にご来場をいた
だきました。ありがとうございました。

　6月21日（日）、松山大学御幸キャンパスメインアリーナで
行われた第66回四国地区大学総合体育大会の剣道競技におい
て、剣道部女子が優勝を飾りました。

　留学生と北条地区まちづくり協議会との地域交流イベント
に韓国と台湾からの留学生が参加し、地元の方々との交流を
深めました。
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松山赤十字病院と
看護学科（仮称）設置に関する協力協定を締結

軟式野球部が
平成27年度春季リーグ戦で準優勝

おでかけキャンパス
inエミフルMASAKIを開催

剣道部女子が四国地区大学総合体育大会
（四国インカレ）で優勝

『地域交流イベント』へ留学生が参加

開催日 内容

5月4日
（月・祝）

松山市北条の鹿島にて開催された『北条鹿島まつり（大しめ
縄張り替え体験）』に、留学生19名が参加し、地域の方々と
交流を深めました。

5月23日
（土）

北条で開催された『日本の農家体験』に、留学生11名が参加
し、地元の農家の方に指導を受けながら様々な農作業を体験
しました。

6月7日
（日）

松山市北条にあるコーヒー豆専門店イエムラコーヒーさん
による『コーヒー教室』が北条地区まちづくり協議会主催で
行われ、留学生23名が参加しました。まず始めにコーヒー
の知識を学び、その後コーヒー豆を焙煎する貴重な体験を通
して、地域の方との交流を深めました。

6月14日
（日）

北条駅前で開催された『かざはや楽市』に、留学生4名が模
擬店を出店し、韓国のお菓子などを販売しました。民族衣装
での接客は、来場者にも好評で、準備したお菓子などは全て
完売しました。

6月21日
（日）

大学近隣の水田を活用した『田植え体験』に、留学生9名が
参加し、地元の方々と泥まみれになりながら交流を深めま
した。

9月23日
（水・祝）

松山市北条の鹿島で開催された『鹿島清掃＆バーベキュー』
に留学生24名が参加し、地域の方々と交流を深めました。
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　7月11日（土）に第13回ボランティアウィーク公開イベン
トが開催されました。
　天候にも恵まれ、午前の部の目玉イベントである講演会「夢
をかたりな」には、たくさんの方にご来場いただき大盛況のう
ちに終了しました。これからもボランティアセンターは地元
の方々と、より繋りを得たいと思っています。
　また、初の野外ミニコンサートではダンス部をはじめ、学内
サークルが午後の部を賑わせてくれました。
　北条のもう一度行きたいお店として注目されている「カル
コバカレー」や「イエムラコーヒー」にも出店していただき、
福祉施設のバザーやフリーマーケット、七夕募金等、多くの募
金にご協力いただきました。
　ご来場いただきました皆様を始め募金活動にご協力いただ
きました皆様に心より感謝を申し上げます。
　当日、各ブースの募金箱等へいただいた募金及び収益金は、
被災地NGO協働センターとまごころ銀行（松山市社会福祉協
議会）に寄付させていただきました。

　8月8日（土）に開催された松山まつり「野球拳踊り」団体連
の部で、聖カタリナ学園連が南海放送賞を受賞しました。
　また、「まつこいパーク」で出店した本学と聖カタリナ女子
高等学校との連携のブースには、8月7日（金）～ 8月9日（日）
の間たくさんの方々にご来場していただき、大盛況のうちに
終えることが出来ました。

　当日の収益は、まごこ
ろ銀行（松山市社会福祉協
議会）に全額寄付させてい
ただきました。
　ご来場いただきました
皆様に心より感謝申し上
げます。

　9月3日（木）に平成27年度松山市福祉大会において、松山
市長より本学学生ボランティアセンターが地域福祉活動功労
団体として表彰されました。

　9月10日（木）
美作大学ボラン
ティアセンター
の学生12名、職
員2名が来学さ
れました。本学
から、学生ボラ
ン テ ィ ア セ ン
ターメンバーの
うち20名および
教職員等3名が
お迎えしました。
　まず、学内を案内し、その後、教室においてアイスブレイク
に始まり、互いのボランティアセンターの状況について話し
合いました。特に、学内での広報の仕方や地域での活動に関し
ては、互いに得るところが大きかったです。
　こうした他大学のボランティアセンターの学生と交流する
ことは初めての試みであり、今後も交流を継続することによ
り、本学ボランティアセンターの活動の活性化につなげてい
きたいと思います。

　7月21日（火）キャリアデザイン（聖カタリナ大学）の授業
で、愛媛県とNPO法人ワークライフ・コラボの主催によるラ
イフデザイン出張講座が開催されました。
　ライフデザイン出張講座とは、平成27年度愛媛県地域少子
化対策化事業「えひめの次世代を担う親子づくり推進事業」の
一環で、近い将来、親になる可能性のある大学生を対象に、自
らのライフデザインを考え、将来、結婚して家庭を持ち、子育
てをイメージする機会づくりを行うことを目的とする講座で、
愛媛県とNPO法人ワークライフ・コラボが連携して実施して
いる出張講座です。

第13回ボランティアウィークを開催 松山まつり「野球拳踊り」で
南海放送賞を受賞

松山市長より平成27年度松山市福祉大会に
おいて表彰状を拝受

美作大学（岡山県美作市）
ボランティアセンターを歓迎

キャリアデザインで
ライフデザイン出張講座を開催
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　今年4月から聖カタリナ大学で教員として勤務しており
ます村上佳子と申します。よろしくお願いいたします。専門
は社会福祉学、中でも精神障害者福祉領域です。初めは子ど
もたちの未来を応援したい思いで社会福祉を志したのです
が、いろいろな出会いに恵まれ、精神科病院で精神医学ソー
シャルワーカー（現：精神保健福祉士）として勤務した後、
精神保健福祉士（以下、PSW）養成教育に携わってきました。
精神という言葉がつくと、社会福祉を学ぶ学生であっても特
別と感じるようですが、PSWも社会福祉学を学問的基盤と
し、相談者がこころの病によって生じた様々な生活課題にそ
の人らしく取り組み解決していく過程に関わる専門職です。
PSWを目指していなくても、ソーシャルワーカーを目指す
学生、例えば高齢者福祉に関わるソーシャルワーカーになる
なら、高齢者自身はもちろん、その介護者である家族のメン
タルヘルスの課題も重要ですので、ぜひ多くの学生に関心を
もってもらいたいと思いながら授業を行っています。
　さて、そんな私の今一番の楽しみは、母と旅に出ることで
す。旅と言っても「飛行機には乗りたくない。」と言って譲ら
ず、さらにひどい腰痛がある母と訪れるのは、時間と距離を
考えて京都が定番です。腰に負担がかかるため、片道4時間
の道のりも2日がかりです。これまで何度か訪れています
が、満開の桜も美しい紅葉も観たことは無く、目にするのは
どうにか踏ん張って咲いている桜か青もみじです。カラカラ
と涼しげな氷の音をたてて葛きりを食べたのは、京都の夏の
暑さを全く感じない頃でした。と言うのも、人の波にのって
歩くことが出来ないため、敢えて閑散期を選んでいるからで
す。京都もこんなに人がいない時もあるんだと感動し、自分
たちのペースで歩き、行列に並ぶことなくお茶の休憩をし、
日頃サスペンスドラマをよく見ている母とロケ地を巡る、そ
んなとぼけた旅が私の喜びです。
　そんな旅の中で、よく母と笑い話で思い出す旅がありま
す。ある時テレビで、世界中から著名人たちが何度もお忍び
で訪れるという庭園が紹介されていました。「日本の美」「わ
びさびの世界」がそこにはあるという語りに、これは母を連
れて行かなければと思い準備を重ね、ようやくその場所に行
くことができました。ここに母を連れてくることが出来たと
感動しながら歩みを進めていると、隣りの母が庭園の途中に
見える門を指差し、「あそこから出られるんじゃない？」と
言うのです。一瞬、母が何を言っているのか分からないでい
ると、「もう見た。おんなじようなもの（風景）ばっかり見て
もつまらん。」と言ったのです。「もしもし？ここは世界中か
ら著名人がお忍びで訪れるようなとこなんよ。」と言っては
みたものの、「つまらん。」と押し通すのです。結局、母には
休憩場所で待ってもらい、せっかくなので私だけが散策を続
ける始末でした。
　私は、この思い出話をよく授業で用います。社会福祉を学
ぶ心優しい学生たちは、笑いながら「先生、残念だったね。」
と慰めてくれます。その優しさに癒されつつ、いよいよ授業

の本題に入ります。「これが、あるPSWが行った相談援助の
例え話だとすると、皆さんどう考えますか。ここでいう旅は
その人の人生であり生活であると捉え、母が相談者、私が支
援者であるPSW、庭園に行くのが支援目標とするなら、ど
う考えるかグループで話し合ってください。」そんな私の問
いかけに、さっきまで優しく微笑んでくれていたPSWのた
まごたちからするどい指摘が飛びます。「相談者の希望（ニー
ズ）を聴くことなく、目標を設定しているんじゃないか。」「つ
まらないと言うお母さんを残したまま散策を続けたのは、
本人不在の支援を続けているように思う。」このような指摘
に、学生たちはPSWとしての視点を着実に身につけてきて
いると感じるのです。笑顔で頷き、容赦なくどんどんやって
ねと指摘をさらに引き出します。なぜなら、学生たちが将来
PSWとして生きていけるか否かは、その指摘を自分自身に
向け続けることが出来るか否かにかかっているからです。
　PSWは、相談者に真摯に関わる経験をつめば積むほどに
成長していく職業です。ただ、他人の生活や人生に関わるの
は容易なことではありません。その難しさゆえに援助の大原
則であるいわゆる「自己決定の原則」を盾に、相談者の自己
決定する力を引き出す関わりをすることなく、「どう考える
かはその人次第、私には分かりません。」と逃げ腰の援助を
見受けることが少なからずあります。
　何十年も一緒に暮らしている家族でさえ、またそれがたか
が旅であったとしても、本人にどこへ行って何をしたいのか
聴かなければ分かりません。ましてや、人生において望まず
こころの病となった人々の思いは、決して聴かずに分かるは
ずがないのです。まだまだ聴かせてもらえてないんじゃない
かと、自らに問い続けられるPSWを育てていきたいと思っ
ています。

CATHERINE

ESSAY

精神保健福祉士養成教育への思い
人間健康福祉学部　村 上　佳 子
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人間健康福祉学部

大黒屋　貴稔ゼミ

Ｑ1：ゼミのテーマを教えてください。　　　　　
　私のゼミは、知識社会学をテーマとしています。知識社会
学とは、社会の変化と関連付けながら「知識」のうつりかわり
を研究する社会学の一分野です。ここでいう「知識」とは「あ
る社会において人々が知っているものすべて」を意味してお
り、学問的な知識のみならず、常識や価値観、偏見等もふくむ
非常に幅広い概念です。本ゼミでは、こうした「知識」のうつ
りかわりを、実際にデータを調査することによって明らかに
すると共に、社会の変化と関連付けながら説明することを、
メンバーに対し求めています。

Ｑ2：ゼミの特徴を教えてください。　　　　　　
　本ゼミでは、メンバーは各自がテーマとする「知識」のうつ
りかわりに対して、「内容分析」という手法を用いてアプロー
チします。「内容分析」とは、テーマに関連する新聞記事や雑
誌記事を数十年分収集したうえで、それらを時系列に沿って
読み込み分析することにより、「知識」のうつりかわりを明ら
かにする手法です。過去にゼミ生がとりあげたテーマとして
は「戦後60年にみるアイドル像の変遷」「フリーターに関す
る言説のうつりかわり」「ゆとり教育に関する評価の変化」「健
康ブームの起源とその行方」等があります。

人間社会学科3年　山崎　智仁
　このゼミは、知識社会学に関して深く学ぶこと
ができるゼミです。知識の移り変わりを勉強して
いく中で、その時代の価値観や常識を知ることの
できるとても興味深い分野です。ゼミでは、自分
の関心のあるテーマを選び、その知識の移り変わ
りについてデータをとり、発表することがメイン
となります。そしてそれらは卒業論文執筆の練習
にもなるので、文章力は確実に上がります。

Ｑ3：ゼミのスタイルを教えてください。　　　　
　ゼミ生は各自が興味・関心のあるテーマについて、文献や
データを調査します。その結果をレジメにまとめ、発表しま
す。発表スタイルは自由な場合もあれば、パワーポイントに
まとめる場合もあります。発表後は、質疑応答や議論をおこ
ない、テーマに関する理解を深めます。こうした一連の過程
を通じて、プレゼンテーション・スキルやディスカッション・
スキル、レポート・卒業論文を作成するスキルを習得しても
らうことがねらいです。

CATHERINE

ゼミナールインタビュー

大黒屋貴稔
ゼミは
こんなゼミ
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　私たちダンス部は、男子5名、女子18名で顧問の大上紋子
先生のもと、火・木の週2回の練習に励んでいます。主な活
動の場は、大学祭や学内クリスマス、オープンキャンパス等
でのステージ発表と、大学近辺の福祉施設やお祭りなど、地
域イベントへの参加です。そして、毎年恒例の一大イベント
として、松山まつりでの野球拳おどりがあります。野球拳お

どりにはダンス部だ
けでなく、一般の学
生にも参加者を募り、
毎年大人数で参加し
ています。今年は、聖
カタリナ女子高校の
生徒25名の参加もあ
り、同じカタリナ学園

としての一体感を感じることができました。そして、今年も
南海放送賞を受賞することができました。
　部員の中にダンス経験者が少ないので、昨年度より外部講
師として、卒業後、ダンス指導者として活躍されている先輩
に定期的にご指導いただいています。大学祭や学内クリス
マス等で踊るダンスは、自分たちで創作しており、主なジャ
ンルはヒップホップとガールズヒップホップです。中には、
ロックダンスやブレイクダンスをしている人もいます。
　先輩・後輩の仲が良く、とても楽しい部活なので、ぜひ一
度ステージ発表や練習を見に来て下さい。みなさんの入部を
心待ちにしています。

部長　社会福祉学科3年　森川　桃江

ダンス部

CATHERINE

クラブ紹介

CATHERINE

ようこそ就職課へ

　一般企業の採用活動も後半戦になっています。2016年卒
業生からは、採用スケジュールが大きく変更となっています。
採用広報開始の時期が、従来の「3年生の12月」から「3年生
の3月」へと3 ヶ月後倒しとなり、選考スタートは「4年生の
4月」から「4年生の8月」となりました。しかしながら、それ
は一部大手企業間での協定であり、地場企業では5 ～ 6月に

「内々定」を出している企業も沢山あるということが現状で
す。本学においても、5月後半から「内々定」をもらっている
学生が増えています。ただ、3月から就活をしている学生とま
だまだ動けていない学生に二分されていることも現状です。
また、夏休み返上で会社訪問をしている学生やきちんと夏休
みを取っている学生と考え方も色々ですが、全体的に学生の
行動は早いとは思われません。
　今年度前半戦の就職戦線の特徴として以下のようなことが
上げられます。
　第一に、昨年度は最終就職率が大学97.0％、短期大学部は
2年連続100％とともに過去最高という数字でしたが、内定
率だけでなく内容も変わってきています。銀行、信用金庫を
はじめ大手損害保険会社の事務職など前年度とは異なった先
での内定者が出ており、今年度も、当然のことながら、ネーム
バリューのある企業も含めて、学生の目指したい業種、職種
での内定奪取のために就職課全員が学生の皆さんをサポート
しております。採用広報開始が3 ヶ月後倒しになったことで、
内々定者数はこれからというところですが、昨年度・今年度
の内定状況が現3年生以降に大きく影響してくるであろうと
思われます。

　第二に、大学に直接送られてくる紙ベースでの求人件数
は8月末現在大学においては昨年比105％、短大においては
122％であり、学生は多くの求人の中から数多く選択できる
状況であります。福祉系専門職を考えている学生については、
これからが本格的に就活する時期であり、短大についても、
実習を終えたこれからが本番となります。大学・短大共に、
学生本人の活動次第で結果が期待できます。
　第三に、学生へ情報提供の手段として、携帯電話やメール
での対応を積極的に実施しています。求人先の情報提供や履
歴書指導等幅広く迅速な対応を実施することで「質」の向上
を目指しています。しかしながら、いくら連絡しても連絡が
とれない学生がいることも事実です。「就活が思うようになら
ず気分的に落込んでいる」､「何がしたいか分からない」等の
理由があるようですが、そんな時こそ、就職課に声をかけて
もらいたいと願っています。逆に、数ヶ月間の就活で、スター
ト時の本人とは見違えるような学生も沢山出てきていること
も事実です。「就活は人を育てる」とも言われています。新卒
の今こそ、自分を高く売り込む最大のチャンスと捉えて欲し
いと思っています。
　さて、採用広報時期が3 ヶ月後倒しとなった今年度、協定
を結んでいない地場の企業は大手企業の対応の仕方に注目し
ています。1年～ 3年生の学生さんにとっては、のんびりでき
る時間が増えたわけではなく、就活に入るまでに十分な準備
をする必要があることを認識することが大切だと思っていま
す。日頃、ガイダンス等で学生の皆さん方に考えて欲しいと
言っていることは、「自分自身を知り自分の理想を目標とする
こと」、「問題解決思考・コミュニケーション能力を磨き、自
ら考え行動する主体性を伸ばすこと」を特に強調しています。
　企業（事業所）は、変化の激しいこの時代を生き残るために、
変えてはならない伝統と自ら求める変革とのバランスを保ち
ながら、まさに、「守・破・離」の精神で、選ばれ競争の中で戦っ
ています。
　今、学生の皆さん方に求められることは「何事に対しても、
決して諦めない」強い気持ちと行動力で、自分自身の目標を
実現することだと思っています。

決して諦めるな!!
～憧れを目標に～

就職課長　井上　尚幸
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　いつの時代でも、大地に社会生活を営み暮らして、世の中
を丸くおさめようとする知恵を、民衆はもっている。とりわ
け、知に劣る民衆であっても、自然の心得だけはよく復習し
て、雑然とした集合体から、暮らしの場に表情を変える里に
してゆく。そうしたところに、他国人には見えない玉川の焦
点がかくされている。山野を逍遥する教養のある高貴な人
たちのみが編んだ六玉川に関する文献だけでは、真の文化
風土はみえない。民衆にとって文字なき時代では、文献での
こさない土着のまじめな生活姿勢も、その時代の価値を生
む一等資料になる。こうした玉川の流伝について、玉の系譜
と文化受容、玉工の細工あと、古社寺に宿る玉、丹生と水銀、
茶道と玉川、開拓地の玉川など、全国各地の玉川を訪ね調査
した。また『万葉集』に編まれた玉は三百数十首。玉をちり
ばめることによって歌のまろやかさを一層引き立たせてお
り、角がなく光り輝いて、すべての人に受容されるという、
玉本来の思想にも結びつき、歌の世界を超えるような、時代
のやわらかさ、まろやかさがある。なかでも、六玉川が古今
を通じて名高いが、詩歌や謡曲に語られる日本古来の風姿
と合わせて、北は北海道から南は沖縄県まで、玉川をてがか
りに、先人から受け継がれ、語られてきた玉川の語源とその
流域の生活姿勢を知り、日本人のなかに息づいている歴史
と文化を身近に感じながら、現代科学の一方法で整理し編
んだのが本書である。

　『行政救済法論』（成文堂、平成27年3月出版）は、損失補
償や国家賠償などの「国家補償」に関することや行政不服申
立てや行政事件訴訟など「行政争訟」に関する事柄を学習す
るために執筆されたものです。編者は、早稲田大学社会科学
部教授の後藤光男先生です。私は、本書において、第2講の

「行政不服申立て」を執筆しました。行政不服申立てとは、行
政（国の機関や地方公共団体など）が法に基づいて行った行
為が私たちの人権や権利侵害をした場合に、行政に対して
不服を申立てる制度です。この制度は、「行政不服審査法」と
いう法律に基づいています。私は、行政不服申立ての制度の
概要と根拠法である「行政不服審査法」について、執筆しま
した。
　私たちの社会において、行政活動は非常に多岐にわたり
ます。一般に、行政活動の広範さを表す表現として、「行政
は宇宙開発からゴミ集めまで」といわれています。この広い
活動は、様々なところで私たちの生活とかかわる反面、私た
ちの人権や権利を侵害することがあります。たとえば、聖カ
タリナ大学の○○学科の設置が、文部科学省の恣意的判断
で不可とされた場合を考えてください。聖カタリナ大学の
経済活動の自由という「人権」が侵害されます。このような
場合、黙って従うことはないでしょう。必ず、不服を申立て
ます。この方法や根拠となる法律について記述したのが本
書の私の担当箇所です。「旧行政不服審査法」は、制定されて
から長い時間が経過し、現実に合わないことが多々ありま
した。
　そこで、今回この法律が改正され、「改正行政不服審査法」
が制定されました。
　行政不服申立ては、私たちの社会のなかで、いたるところ
で発生しています。私は、行政とかかわる人の人権がしっか
りと守られ、誰もが幸せになれる（自己実現できる）社会の
ために、この本を執筆しました。

玉川の文化史 ―六玉川の古歌と風土―

行政救済法論

玉井　建三（聖カタリナ大学　副学長・教授）
：創風社、2015年

山本克司（聖カタリナ大学教授）
：成文堂、2015年

CATHERINE

教員著書紹介
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